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平
成
23
年
3
月
11
日
、
14

時
46
分
に
東
北
沖
を
震
源
と

す
る
大
規
模
な
地
震
が
発
生

し
、
国
内
観
測
史
上
最
大
規

模
と
な
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9.0
の
大
き
な
揺
れ
と
こ
の
地

震
に
よ
る
津
波
に
よ
り
、
東

日
本
広
域
に
わ
た
っ
て
未
曾

有
の
被
害
が
発
生
し
た
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

（
以
下
「
第
一
原
発
」）
で
稼

働
し
て
い
た
6
基
の
原
子
炉

の
う
ち
、
運
転
中
だ
っ
た
3

基
は
、
地
震
に
よ
り
自
動
で

緊
急
停
止
し
た
も
の
の
、
受

電
遮
断
機
の
損
傷
や
鉄
塔
の

倒
壊
等
が
生
じ
、
外
部
電
源

の
喪
失
に
至
り
、
全
6
基
で

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

に
よ
り
電
源
を
確
保
し
た
。

し
か
し
、
地
震
発
生
か
ら

約
50
分
後
、
大
津
波
が
太
平

洋
沿
岸
地
域
を
襲
い
、
原
子

炉
が
設
置
さ
れ
て
い
る
敷
地

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
12
年
7
月
が
経
過
し
た
10
月
12
日
、
坊
恭
寿
会
長
（
神
戸

市
会
議
長
）
ら
本
会
正
副
会
長
は
、福
島
県
双
葉
郡
富
岡
町
の
東
京
電
力
廃
炉
資
料
館
、同

郡
大
熊
町
・
双
葉
町
に
立
地
す
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を
訪
れ
、
廃
炉
作
業
の
現
状
や

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
の
安
全
確
保
の
取
組
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

常
磐
自
動
車
道

E6

常
磐
線

JR
国
道
６
号
線

東京電力
廃炉資料館
福島第二
原子力発電所

福島第一
原子力発電所

広野
火力発電所

Ｊヴィレッジ

飯舘村

葛尾村

田村市

川内村

浪江町

楢葉町

広野町

いわき市

太
平
洋

N

本
会
は
10
月
25
、26
両
日
、

北
九
州
市
の
西
日
本
総
合
展

示
場
新
館
で
第
18
回
全
国
市

議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
た
。

今
回
の
大
会
テ
ー
マ
は
、

「
統
一
地
方
選
挙
の
検
証
と

地
方
議
会
の
課
題
」。
基
調

講
演
の
ほ
か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
課
題
討
議

を
通
じ
て
、
改
め
て
地
方
議

会
の
課
題
を
整
理
し
た
う
え

で
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
今

後
の
方
向
性
を
展
望
し
た
。

近
く
、
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
概
要
を
お
伝
え
す
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

の
ほ
ぼ
全
域
で
浸
水
し
、
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
も

使
用
不
能
と
な
っ
た
。

電
源
を
失
い
原
子
炉
を

「
冷
や
す
」
こ
と
が
で
き
ず

に
燃
料
が
溶
け
出
し
、
大
量

の
水
素
が
発
生
。
1
号
機
と

3
号
機
、
3
号
機
と
繋
が
っ

て
い
る
4
号
機
の
建
屋
が
水

素
爆
発
に
至
り
、
放
射
性
物

質
を
「
閉
じ
込
め
る
」
機
能

も
喪
失
す
る
状
況
と
な
っ
た
。

南相馬市

双葉町

富岡町

大熊町

廃

炉

作

業

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
安
全
確
保
取
組
を
視
察

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

正副会長

震災時の
運転状況

施設への影響
外 部
電 源

非常用
電 源

炉心等の
冷却機能 水素爆発

１号機
運転中

⇩ 
自動停止

すべて
喪 失

津波により
使用不能

冷却機能喪失
⇨炉心損傷
　　(溶融）

３月12日
原子炉建屋で
水素爆発

２号機
運転中

⇩
自動停止

すべて
喪 失

津波により
使用不能

冷却機能維持
⇨３月14日に
　冷却機能喪失
⇨炉心損傷
　(溶融）

－

３号機
運転中

⇩
自動停止

すべて
喪 失

津波により
使用不能

冷却機能確保
⇨３月13日に
　冷却機能停止
⇨炉心損傷
 （溶融）

３月14日
原子炉建屋で
水素爆発

４号機 点検
停止中

すべて
喪 失

津波により
使用不能

冷却機能喪失
(炉心に燃料なし)

３月15日
原子炉建屋で
水素爆発

５号機 点検
停止中

すべて
喪 失

津波により
使用不能
⇨６号機
から融通 冷却機能維持　

－

６号機 点検
停止中

すべて
喪 失 使用可能 －

統一地方選挙の検証と地方議会の課題統一地方選挙の検証と地方議会の課題
研究フォーラム　　北九州研究フォーラム　　北九州第第1818回回 ♦in

資料：福島県 令和２年度「原子力行政のあらまし」より

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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正
副
会
長
は
、
第
一
原
発

新
事
務
本
館
ビ
ジ
タ
ー
ル
ー

ム
で
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
福
島
第
一

廃
炉
推
進
カ
ン
パ
ニ
ー
・
バ

イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
阿
部

俊
一
氏
か
ら
廃
炉
作
業
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
聴
い
た
。

1
号
機
の
廃
炉
作
業
は
、

使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
（
下

図
「
原
子
炉
建
屋
（
概
念

図
）」
①
）か
ら
の
燃
料
取
り

出
し
に
向
け
て
、
建

屋
内
の
ガ
レ
キ
撤
去

を
進
め
て
き
た
。
現

在
、
原
子
炉
建
屋
を

覆
う
大
型
カ
バ
ー
の

設
置
を
行
う
た
め
の

鉄
骨
等
の
組
立
作
業

を
行
っ
て
お
り
、残
っ

て
い
る
ガ
レ
キ
撤
去

を
行
い
、
燃
料
取
り

出
し
は
、
令
和
９
～

10
年
度
に
着
手
す
る

予
定
と
し
て
い
る
。

燃
料
と
構
造
物

福島第一原子力発電所構内を視察する正副会長

燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り
出
し

廃
炉
計
画
の
実
施 

現
状
を
確
認

等
が
溶
け
て
固
ま
っ
た
物
質

「
燃
料
デ
ブ
リ
」（
同
②
）の
取

り
出
し
に
向
け
て
は
、
現
在
、

原
子
炉
格
納
容
器
内（
同
③
）

の
調
査
を
進
め
て
お
り
、
今

年
3
月
の
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
る
調
査
で
は
、
原
子
炉
圧

力
容
器
を
支
え
る
土
台
「
ペ

デ
ス
タ
ル
」（
同
④
）
の
開
口

部
や
内
部
を
撮
影
し
、
塊
状

の
堆
積
物
や
構
造
物
等
を
確

認
。
内
部
調
査
で
確
認
し
た

映
像
等
を
も
と
に
耐
震
性
の

評
価
も
実
施
し
、
東
日
本
大

震
災
級
の
地
震
で
も
ペ
デ
ス

タ
ル
は
倒
壊
等
の
大
規
模
な

損
壊
に
は
至
ら
な
い
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
万
が
一
ペ
デ

ス
タ
ル
が
損
壊
し
、
支
持
機

能
が
失
わ
れ
た
場
合
も
、
地

球
環
境
へ
の
影
響
は
最
小
限

に
抑
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

2
号
機
は
1
号
機
の
水
素

爆
発
の
衝
撃
に
よ
り
原
子
炉

建
屋
上
部
側
面
の
パ
ネ
ル
が

開
き
、
水
素
が
外
部
へ
排
出

さ
れ
た
こ
と
で
水
素
爆
発
は

免
れ
た
。
現
在
、
令
和
6
～

8
年
度
に
実
施
予
定
の
使
用

済
み
燃
料
の
取
り
出
し
に
向

け
て
、
建
屋
の
南
側
に
構
台

を
設
置
す
る
作
業
を
進
め
て

オペレーティングフロア
（原子炉建屋の最上階）

③原子炉格納容器

使用済燃料プール

シールドプラグ
（原子炉格納容器
上部のふた）

原子炉圧力容器

冷却水

ペデスタル（圧力容器を
支えるコンクリート構造物）

 1 燃料取り出し
 （使用済燃料プールから
   燃料を取り出す）

 3 汚染水対策

保管タンク

 4 ALPS 処理水
     の処分

 2 燃料デブリ取り出し
 ※燃料デブリ：燃料と構造物等 

が溶けて固まったもの

浄化処理

①

④

②
燃
料
デ
ブ
リ

地
震
や
津
波
の
影
響
に
よ

り
、
海
側
の
エ
リ
ア
で
は
、

至
る
所
に
高
線
量
の
ガ
レ
キ

が
散
乱
し
て
い
た
が
、
ガ
レ

キ
の
撤
去
に
よ
り
放
射
線
量

の
低
減
を
図
っ
て
い
る
。

現
在
、
第
一
原
発
の
敷
地

内
北
側
に
廃
棄
物
の
保
管
や

焼
却
を
行
う
設
備
の
建
設
を

進
め
て
い
る
。

地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、

１
号
機
・
2
号
機
の
排
気
塔

に
つ
い
て
、
地
元
企
業
と
と

も
に
進
め
た
解
体
作
業
が
令

和
2
年
5
月
に
完
了
。
倒
壊

の
リ
ス
ク
が
低
減
し
た
。

ま
た
、
津
波
に
備
え
て
の

防
潮
提
工
事
も
進
め
て
お

り
、
令
和
2
年
9
月
に
は
、

千
島
海
溝
地
震
に
よ
る
津
波

に
対
す
る
工
事
が
完
了
。
日

本
海
溝
地
震
で
想
定
さ
れ
る

津
波
に
対
す
る
防
潮
提
に
つ

い
て
も
、
令
和
５
年
度
内
の

完
成
を
目
指
し
工
事
を
進
め

て
い
る
。

地
震
へ
の
備
え

千
島
海
溝

日
本
海
溝

い
る
。

燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り
出
し

に
つ
い
て
は
、
堆
積
物
を
掴

む
装
置
に
よ
り
可
動
性
を
確

認
し
て
お
り
、
令
和
5
年
後

半
に
実
施
予
定
の
原
子
炉
格

納
容
器
と
の
隔
離
を
行
う
た

め
の
部
屋
の
設
置
を
完
了
さ

せ
て
、
扉
を
開
け
る
作
業
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
楢
葉
町

の
訓
練
施
設
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
性
能
確
認
試
験
や
訓
練

を
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
。

3
号
機
は
、平
成
27
年
11

月
に
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル

内
の
ガ
レ
キ
撤
去
作
業
が
完

了
。令
和
３
年
2
月
に
は
燃

料
の
取
り
出
し
も
終
え
て
、

燃
料
に
よ
る
放
射
線
リ
ス
ク

が
な
く
な
っ
た
。燃
料
デ
ブ
リ

取
り
出
し
に
向
け
た
平
成
29

年
6
月
～
30
年
2
月
の
格
納

容
器
内
部
調
査
で
は
、溶
け

落
ち
た
と
思
わ
れ
る
堆
積
物

や
構
造
物
を
確
認
し
て
い
る
。

4
号
機
は
地
震
当
時
、
定

期
検
査
中
だ
っ
た
た
め
、
原

子
炉
内
の
全
て
の
燃
料
が
使

用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
に
取
り

出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

原
子
炉
内
に
燃
料
は
な
く
、

平
成
26
年
12
月
に
燃
料
取
り

出
し
が
完
了
し
て
い
る
。

資料：経済産業省 資源エネルギー庁「廃炉の大切な話
　　　２0２２」をもとに作成

福島第一原子力発電所原子炉建屋（概念図）

第
一
原
発
で
は
現
在
、
各
方
面
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

「
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
等
に
向
け
た
中
長
期
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
に
基
づ
い
て
廃
炉
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
の
8
月
24
日
か
ら
9
月
11
日
ま
で
安
全
基
準

を
十
分
に
満
た
し
た
う
え
で
１
回
目
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
海
洋
放
出
を
実
施
。
10
月
5
日
か
ら
２
回
目
の
放
出
を

開
始
し
て
い
る
（
11
月
2
日
に
３
回
目
の
放
出
を
開
始
）。
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Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ 

処
理
水
の
安
全
性
レ
ビ
ュ
ー
総
括

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
へ

入退域管理施設

協力企業棟

地下水バイパス免震重要棟
高性能多核種除去設備

増設多核種除去設備

施設
管理棟

淡水化装置

共用プール

サブドレン
地下水ドレン

淡水化装置

周辺監視区域

プロセス主建屋

視察する際に訪れる高台

海洋モニタリング調査箇所

土捨場

増設雑固体廃棄物焼却設備

多核種除去設備（ALPS）

廃棄物貯蔵庫設置エリア

陸側遮水壁（凍土壁） 海側遮水壁

大型休憩所新事務本館
タンクJAEA大熊分析・研究センター

セシウム吸着塔仮保管施設

既設アウターライズ津波防潮提

1／2排気筒

解体工事前 解体工事後

セシウム吸着装置（KURION）

第２セシウム吸着装置（SARRY）

第3セシウム吸着装置(SARRYⅡ)

第2棟
第1棟

乾式キャスク仮保管設備

サブドレン他浄化装置

1号機 ２号機 ３号機 ４号機

千島海溝津波防潮提

6号機 5号機

タンク

ガレキ
伐採木
使用済保護衣等

使用済吸着塔
一時保管施設

2

3
5

8

6 

1

7

4 

建
屋
内
に
あ
る
燃
料
デ
ブ

リ
を
冷
却
す
る
た
め
の
水
が

燃
料
デ
ブ
リ
に
触
れ
る
こ
と

で
、高
濃
度
の
放
射
性
物
質

を
含
ん
だ
汚
染
水
と
な
り
、こ

の
高
濃
度
の
汚
染
水
と
建
屋

内
に
流
れ
込
む
地
下
水
や
雨

水
と
が
混
ざ
り
合
う
こ
と
で

新
た
な
汚
染
水
が
発
生
す
る
。

第
一
原
発
で
は
敷
地
舗
装

に
よ
り
地
下
水
へ
の
雨
水
浸

透
防
止
の
ほ
か
、
水
抜
き
の

た
め
に
設
置
し
た
ド
レ
ン
や

陸
・
海
両
遮
水
壁
に
よ
る
汚

染
水
の
増
加
抑
制
を
図
る
な

ど
の
対
策
を
講
じ
た
こ
と
で
、

港
湾
内
の
環
境
は
安
全
な
状

態
を
保
っ
て
お
り
、
事
故
後

1
日
に
540
立
方
㍍
発
生
し
て

い
た
汚
染
水
は
現
在
90
立
方

㍍
ま
で
低
減
し
て
い
る
。

発
生
し
た
汚
染
水
に
含
ま

れ
る
放
射
性
物
質
は
、
多
核

種
除
去
設
備
等
で
浄
化
処
理

後
、
敷
地
内
の
タ
ン
ク
で
処

理
水
と
し
て
保
管
し
て
い
る
。

処
理
水
の
処
分
は
、令
和

３
年
4
月
、政
府
が
基
本
方

針
を
決
定
し
て
以
降
、安
全

を
最
優
先
に
準
備
を
進
め
て

い
た
が
、令
和
５
年
7
月
に

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ（
国
際
原
子
力
機

関
）に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
の
安
全
性
レ
ビ
ュ
ー
を
総

括
す
る
報
告
書
が
公
表
さ

れ
、「
処
理
水
の
海
洋
放
出
に

よ
る
人
及
び
環
境
に
与
え
る

放
射
線
の
影
響
は
無
視
で
き

る
」
と
の
結
論
付
け
が
な
さ

れ
た
。こ
の
判
断
を
厳
粛
に

受
け
止
め
、8
月
24
日
か
ら

海
洋
放
出
を
開
始
。10
月
5

日
か
ら
は
、２
回
目
の
海
洋

放
出
を
開
始
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋

放
出
は
、
長
期
に
に
わ
た
る

持
続
的
な
取
組
と
な
る
が
、

▽
設
備
運
用
の
安
心
品
質
の

確
保
▽
迅
速
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
や
正
確
で
わ
か
り
や
す
い

情
報
発
信
▽
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
レ

ビ
ュ
ー
等
を
通
じ
た
透
明
性

の
確
保
▽
風
評
対
策
並
び
に

損
害
発
生
時
の
適
切
な
賠
償

―
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
と
し
て
い
る
。

最
後
に
「
今
後
も
30
年
か

ら
40
年
を
要
す
る
廃
炉
作
業

に
つ
い
て
は
、
国
内
外
の
叡

智
を
結
集
し
、
地
元
企
業
の

方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
安
全
か
つ
着
実
に
遂

行
し
て
い
く
」
と
結
ん
だ
。

福島第一原子力発電所 構内図

資料：経済産業省　資源エネルギー庁「廃炉の大切な話 ２0２２」をもとに作成

サブドレン

海側遮水壁
原子炉建屋

浄化後、
冷却に使用

浄化後、
タンクへ貯蔵

海

陸側遮水壁（凍土壁）

地下水地下水

地下水地下水

地下水バイパス

下部透水層
難透水層

難透水層
上部透水層

資料：経済産業省　資源
エネルギー庁「廃炉の大切
な話 ２0２２」をもとに作成

構内視察行程
1 １～４号機側ブルー

デッキ
2 既設多核種除去設備

（既設ALPS）
3 増設多核種除去設備

（増設ALPS）
4 高性能多核種除去

設備（高性能ALPS）
5 Ｋ４タンクエリア
6 ５～６号機側グリー

ンデッキ
7 海側設備俯瞰
8 乾式キャスク仮保管

設備

各施設の大まかな配置
を示したものです。

汚染水対策
（断面図）
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令
和
５
年
8
月
か
ら
10
月
に
全
国
の
市
区
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
の

う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
も
の
を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多
い
順
に
主
な
内

容
を
紹
介
す
る
。

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

（

）

令
和
５
年
8
月
～
10
月

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た

件
数
」
と
は
、
各
市
区
議
会

か
ら
本
会
Ｈ
Ｐ
の
「
議
会
事

務
局
専
用
ペ
ー
ジ
」
の
オ
ン

ラ
イ
ン
調
査
・
回
答
シ
ス
テ

ム
に
入
力
さ
れ
た
意
見
書
・

決
議
を
集
計
し
た
も
の
で
す

（
一
部
郵
送
分
の
手
集
計
を

含
む
）
。

な
お
、
各
市
区
議
会
か
ら

本
会
Ｈ
Ｐ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
・
回
答
シ
ス
テ
ム
に
入
力

さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
（
平

成
16
年
以
降
の
も
の
）
は
、

「
事
務
局
専
用
ペ
ー
ジ
」
か

ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

 件　　名 意見書 決議	
〇義務教育費国庫負担制度の堅持	 73	 ―
〇ブラッドパッチ療法（硬膜外自	 71	 ―
　家血注入療法）に対する適正な
　診療上の評価等
〇下水サーベイランス事業の実施	 44	 ―
〇教職員定数の改善	 44	 ―	
〇私学助成の増額・拡充	 36	 ―
〇地方財政の充実・強化	 28	 ―
〇少人数学級の推進	 27	 ―	
〇学校給食の無償化	 21	 ―	
〇国土強靱化に資する社会資本整	 19	 ―
　備等	
〇国における令和 6年度教育予算	 18	 ―
　拡充
〇森林環境譲与税の譲与基準の見	 15	 ―
　直し	
　【小計】	 396	 ―
〇その他	 413	 37	
【総合計】	 743	 37

※「義務教育費国庫負担制度の堅持」「教職員定
数の改善」「少人数学級の推進」「国における令
和 6年度教育予算拡充」のうち複数を求める意見
書をそれぞれに計上したため、意見書の合計は小
計、総合計の件数と一致しない
※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

8 月から 10 月に可決した意見書・決議の状況

義

務

教

育

費

義

務

教

育

費

国
庫
負
担
制
度
堅
持

国
庫
負
担
制
度
堅
持

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

は
73
件
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
は
、
自
治
体
の
教
職
員
安

定
的
確
保
の
た
め
に
、
教
職

員
の
給
与
の
一
部
を
国
が
負

担
す
る
制
度
。

意
見
書
で
は
、
教
育
の
機

会
均
等
確
保
の
た
め
、
制
度

の
堅
持
を
求
め
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
多
く
の
意
見
書
が

教
職
員
定
数
改
善
、
少
人
数

学
級
の
推
進
、
教
育
予
算
の

拡
充
な
ど
を
併
せ
て
要
望
し

て
い
る
。

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法

適
正
な
診
療
上
の
評
価
を

適
正
な
診
療
上
の
評
価
を

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法

（
硬
膜
外
自
家
血
注
入
療

法
）
に
対
す
る
適
正
な
診
療

上
の
評
価
等
を
求
め
る
意
見

書
は
71
件
。

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
と

は
、
頭
部
や
頸
椎
、
胸
椎
部

な
ど
で
発
生
す
る
脳
脊
髄
液

漏
出
症 （
減
少
症
） 

の
治
療

法
で
あ
る
が
、
現
在
保
険
適

用
の
対
象
は
「
起
立
性
頭
痛

を
有
す
る
患
者
に
係
る
者
」

に
限
ら
れ
、
ま
た
、
頚
椎
や

胸
椎
部
で
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ

療
法
を
安
全
に
行
う
た
め
に

は
、
Ｘ
線
透
視
下
で
漏
出
部

位
を
確
認
し
な
が
ら
の
治
療

が
必
要
で
あ
る
が
、
診
療
上

の
評
価
が
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
現
状
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
①
算
定
の
要

件
の
注
釈
に
、
脳
脊
髄
液
漏

出
症 （
減
少
症
） 

で
は
起
立

性
頭
痛
が
生
じ
な
い
場
合
が

あ
る
旨
を
加
え
る
こ
と
②
X

線
透
視
を
要
件
と
し
て
、
漏

出
部
位
を
確
認
し
な
が
ら
の

治
療
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
る
よ
う
診
療
上
の
評
価
を

改
定
す
る
こ
と
―
を
求
め
て

い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事

業
の
実
施
を
求
め
る
意
見
書

は
44
件
。

下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
状
況
を
調
査

す
る
た
め
、
下
水
に
含
ま
れ

る
ウ
イ
ル
ス
の
濃
度
を
調
査

す
る
こ
と
。

意
見
書
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

移
行
後
、
感
染
者
数
の
把
握

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状

を
指
摘
し
、
下
水
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
を
利
用
す
れ
ば
地
域

の
感
染
状
況
や
感
染
の
兆
候

の
把
握
が
可
能
と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
内
閣
感
染
症

危
機
管
理
統
括
庁
が
司
令
塔

と
な
っ
て
、厚
生
労
働
省
、国

土
交
通
省
、
各
地
方
公
共
団

体
が
連
携
し
て
、
下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
を
全
国
展

開
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

教
職
員
定
数
の
改
善

教
職
員
定
数
の
改
善

教
職
員
定
数
の
改
善
を
求

め
る
意
見
書
は
44
件
。

意
見
書
で
は
、
豊
か
な
学

び
や
学
校
の
働
き
方
改
革
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
加
配

教
員
の
増
員
や
少
数
職
種
の

配
置
増
な
ど
教
職
員
定
数
改

善
が
不
可
欠
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
①
学
校
の
働

き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是

正
の
実
現
の
た
め
、
加
配
教

員
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配

置
増
な
ど
教
職
員
定
数
改
善

②
自
治
体
で
国
の
標
準
を
下

回
る
「
学
級
編
制
基
準
の
弾

力
的
運
用
」
の
実
施
が
で
き

る
よ
う
加
配
の
削
減
は
行
わ

な
い
③
教
職
員
の
処
遇
に
つ

い
て
、
新
規
採
用
を
継
続
的

に
確
保
し
、
専
門
性
を
発
揮

し
意
欲
を
も
っ
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
改
善
に
必

要
な
財
源
措
置
④
新
卒
者
の

就
業
機
会
や
教
職
員
の
年
齢

構
成
の
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
等

の
観
点
を
十
分
考
慮
し
、
す

べ
て
の
自
治
体
で
定
年
引
上

げ
期
間
中
に
教
職
員
の
安
定

的
な
新
規
採
用
が
で
き
る
よ

う
、
定
数
加
配
措
置
は
じ
め

必
要
な
財
源
措
置
―
な
ど
を

要
望
し
て
い
る
。


